
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＥＢＳＤ（ＯＩＭ）データのＯＤＦ解析 
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概要 

 最近、XRDの ODF解析として、LaboTex,TexTools,StandardODFを購入され、各種解析を 

   行うケースがあります。ODF解析の手法により、解析結果が異なる事から、複数の ODF解析を 

   試されるケースが増えてきています。 

   LaboTexと TexToolsは同じ ADC解析手法を採用されているが、解析結果は異なります。 

   LaboTexは入力データのままで、あるが、TexToolsは ADC+Hermonicのような結果になります。 

   今回、TSL様から供給して頂いた EBSD測定データ（Ang）を LaboTex、TexToolsに入力し 

   その比較を行ってみます。 

   入力は、TexToolsは直接読み込み、LaboTexは、CTRパッケージの EBSDtoLaboTexソフトウエアを 

   介して行う。 

入力データ 

 TSL社、ANGデータ、25,145KB データ 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 



TexToolsのデータ読み込み 

  

 Titaniumの格子定数を入力 

  

   

 Angファイルを選択 

  

 

 



 ＯＤＦ解析結果ファイルを指定 

  

 

  

 ＯＤＦ解析結果が表示される 

  

 



laboTexのデータの扱い 

 LaboTexでは、Angデータを Sorデータに変換を行って LaboTexで読み込む 

 Angデータの Formatを調べる 

 

  

 

 Out datalineに読み飛ばす行数を指定、φ１、Φ、φ２の並びを指定する。 

  

   



 入力 Angデータを選択 

  

  

 



 LaboTexで SORデータ読み込み 

   

   

 

 

 



 ODF解析結果 

  

 

 ODF Triclinic->Orthorombic 

  

   


